
 

寄居町地球温暖化対策実行計画 令和６年度各事業結果報告  

 エコライフ DAY  

●家庭からの二酸化炭素排出量の削減を目指し、地球温暖化防止のためのライフスタイル定着のきっかけづくりとして始め

られた県民運動が「エコライフＤＡＹ」です。令和６年度には「夏のエコライフ DAY2024 寄居」、「冬のエコライフ DAY2024 

寄居」を町内各小中学校の児童・生徒とその家族、教員、町民、寄居町職員を対象に行っています。 

 

 

寄居町環境配慮行動 2024  

●地球温暖化問題について、寄居町では温室効果ガス排出量の削減目標を設定しています。町の事務及び事業に伴う温室効

果ガス排出状況を踏まえ、目標達成に向けた取組として寄居町環境配慮行動を行っています。 

●令和６年度実施報告  

全庁で習慣化できている項目が多い中、「照明の清掃」の項目は習慣化できていませんでした。 

引き続き習慣化できている項目は継続させ、温室効果ガス排出量の削減に取組ます。 

 

エネルギー消費量等調査  

〇町では、「寄居町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」に基づき、主に町の施設や公用車から排出される温室効果ガ

ス排出量の削減目標を設定し、その達成に向けた取り組みを行っており、令和５年度には、削減目標を－５０％にするな

ど、計画の見直しを行いました。 

令和６年度の町施設の温室効果ガス排出量は基準年度比－３０．９％でした。 

今後とも町では、令和１２年度（計画最終年度）の目標－５０％に向け、地球温暖化対策を推進していきます。 

基準年度 
中間年度目標 

（令和４年度） 
令和６年度実績 結       果 

平成２５年度 

 

基準年度比  

－１７．７% 

基準年度比  

－３０．９％ 

令和６年度の温室効果ガス排出量は令和５年度に比べ

対平成２５年度増減率が０．８％減少しました。 

令和３年度以降はコロナ禍後の公共施設再開等により

増加傾向となっていますが、電力調達先の事業者におけ

る二酸化炭素排出量の削減に伴い、町施設及び公用車の

温室効果ガス排出量も減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネ担当者会議  

〇町は温室効果ガス排出量の削減目標に向け、地球温暖化対策を推進しています。 

目標達成に向けて取り組むために、町のエネルギー消費量の把握や環境配慮行動等に関する協議を行うため、職員から省エ 

ネ担当者を選出し、「省エネ担当者会議」を開催しています。 

「省エネ担当者会議」では、省エネ担当者を中心に寄居町における地球温暖化対策の推進を図るため、「寄居町地球温暖化対 

策実行計画」に取り組んでいます。 

〇令和６年度寄居町地球温暖化対策実行計画事業実施内容 

１．「夏のエコライフ DAY2024 寄居」の実施 →地球温暖化防止のためのライフスタイル定着のきっかけづくり 

２．「冬のエコライフ DAY2024 寄居」の実施   として夏、冬の２回行う。 

３．「環境配慮行動 2024」の実施          →町の事務及び事業に伴う温室効果ガス排出状況を踏まえ、省エネに繋がる行

動ができるようにする。 

４．「エネルギー消費量等調査」の実施      →町が所有・管理する施設等におけるエネルギー消費量等を把握し、温室効

果ガス排出量、推移を確認する。 


